
レンギョウ（連翹） ハナズオウ（花蘇芳） ハナニラ（花韮） ウグイスカグラ（鶯神楽）

モクセイ科 マメ科 ヒガンバナ科 スイカズラ科

漢方薬に用いる 中国原産観賞用 ニラの匂い 赤く熟した果実は食べ

花後大豆形のさやがで 南米原産 球根 られる

きる

クサボケ（草木瓜） ユズリハ（譲葉） シャガ（射干） ムラサキケマン（紫華鬘）

バラ科 ユズリハ科 アヤメ科 ケシ科

トゲが多い 新葉が成長してから 果実はできない 近縁種にキケマンがある

地梨、生食に向かない 古葉が落ちるから 地下茎で増える ケマンソウは別種

フデリンドウ（筆竜胆） スノーフレーク ニリンソウ フッキソウ（富貴草）

リンドウ科 ヒガンバナ科 キンポウゲ科 ツゲ科

閉じた花の形が筆に スイセンに似た球根 葉は３裂に深く裂ける 茎部は木質化する

似る 結実後は枯れる スズランズイセン ３枚が輪生 地下茎

アマナ（甘菜） バイモ（貝母） ヒメウズ（姫烏頭） ムラサキハナナ（紫花菜）

ユリ科 ユリ科 キンポウゲ科 アブラナ科

鱗茎を生食用 葉は巻きひげ状に ３出複葉オダマキ属 オオアラセイトウ、諸喝采

漢方では山慈姑（さんじこ） 伸びる 根の形が烏頭に似る とも言われる

鱗茎を薬用

木村（孝）さんに、スノードロップの花は釣鐘状と言いましたが、スノーフレークと同じで6枚に分かれるの間違いでした

前者は茎から1輪の花が付くのに対して、後者は複数の花が付きます。 （小沢）




